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特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

2019年度事業報告 
（2019年 4月 1日～2020年 3月 31日） 

 

Ⅰ．年間の活動のまとめ 

はじめに、2018年 10月に行った認定申請は、長い調査の結果、2019 年 8月、無事に認定の

更新が決定したことを報告したい。これで 5年間、税制優遇がある認定 NPO 法人として継続す

ることとなった。 

事業では、2005 年 4月より担ってきた「みやぎ NPO プラザ」の指定管理者として第 5期目の

1年目をスタートし、新しい事業展開のもとに進められたとともに、2020 年明けから始まった

新型コロナウィルス感染の拡大防止に伴う活動自粛に対し、場の提供に制限がかかったものの、

NPO の必要とする情報提供には適切に対応できた。 

しかし、寄り添うことを得意とする NPOにとって活動が休止となっていることは、さらに困

難な問題として今後の団体継続が懸念される事態となっている。特に資金不足になっている現

状に可能な範囲で対応するための活動を始めている。 

一方、法人の運営基盤としては事務局体制が大きく崩れた年度でもあった。7 月に続き 9 月

末にもそれぞれ 1名が退職し、12月に週 3日勤務の非常勤スタッフが入職するまで代表理事兼

事務局長 1名で業務を担うことになった。求人募集に反応がなく、何とか NPOプラザのスタッ

フや理事の協力を得ながら活動を続けられたが、社会で如何に労働人口が少なくなっているの

かを突き付けられた。このため、今年度は、仙台市の協働事業や宮城県の委託事業の関わり方

にも影響が出た。 

事業としては、2019年 3月に「ゆるる info」の発行を終了し、NPO 関連の information はペ

ージを増やした「One to One」に転化し、5月から隔月、8頁カラー版で発行している。そして

自前の発信媒体は持たない寂しさもあり、法人独自の情報誌「季刊ゆるる」の発行に至った。 

また、情報発信媒体としては影響力が大きい新聞であるが、以前より掲載していた「NPO の

杜」の拡大版として、4 月から河北新報夕刊月曜版の 1 面を監修することになった。「志民の

輪」というタイトルがついている。3年半の間「NPO の杜」の取材、執筆で培った担当職員も力

をつけ、社会の課題を的確にまとめて伝えている。 

継続事業の「高校生の NPO で夏ボラ体験」は、予定していた石巻での実行委員会事務局の体

制ができ、仙台の当法人と 2か所で事務局を担うことができた。そのことが、石巻の法人だか

らこそのひろがりに繋がった。 

 

■2019 年度重点目標に対しての活動 

以前より進めてきた重点目標であるが、この 1年で、大きく前進した。ゆるるが法人化

して 17 年が経ち、代表理事の交代も喫緊の課題であったが、可能な環境ができてきた。 

また、団体発足の活動であった情報誌の発行は、経費の掛かる紙媒体よりインターネッ

トの時代となってきたものの、そのあり方を再考し、違った位置づけで動き出した。「伝

えたい！」心の具現化であり、理事面々の心意気に期待が高まる。 

 

１．情報の収集及び提供を主軸にした事業を実施する 

 自前の情報発信媒体を持たない期間を経たからこそ、スタートが遅れたものの、

理事たちの力で「季刊ゆるる」を創刊することができた。各自が想いを発する機会
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となっている。今後も、NPO界に役立つ発信媒体になっていくことが期待できる。 

 

２．次世代を担う体制づくりに力を入れる 

この 1年、スタッフの離職や求人難で業務の継承の体制作りは遅々として進まな

かったが、年度末に職員採用を決定したことで、光が見えてきた。 

また、事業を実施する際、複数の理事が得意な分野で力を発揮する機会が増えて

きたことは、世代を交代する環境が整い始めた証である。 
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1． 情報収集と提供 

（１）「ゆるる通信」から「季刊ゆるる」の発行事業 

2019 年 3 月号をもって「ゆるる info」を終了し、情報発信 information は、指定管理者として

5 期目の運営が始まったみやぎ NPO プラザの情報誌「One to One」に引き継いだ。 

一方で、2019 年 11 月にゆるる理事の執筆により「季刊ゆるる」を創刊し、2020 年 2 月に

Vol.2 が発行された。 

 

 【季刊ゆるる】 

仕 様：A4 版 フルカラー 8 頁 

発 行 部 数：毎号 1,000 部 

配 布 先：法人正会員、賛助会員のほか、約 213 か所 

（県内公共施設、県内及び県外支援センター、他） 

（２）河北新報夕刊「志民の輪」の執筆、監修 

2019 年 4 月 1 日から仙台市を中心として配達されている河北新報夕刊月曜版に「志民の輪」

が始まった。その紙面をせんだい・みやぎＮＰＯセンターと交互に隔週で担当（祝日除く）す

る。 

掲載内容は、「ＮＰＯの杜」はＮＰＯが地域や多様な団体とつながりながら取り組んでいる姿

を、「ウォロな世界」は地について活動する団体に貢献するボランティアの姿を、「とぴっく」

ではその時々の話題を取り上げてＮＰＯの理解を広げていく。「information」ではみやぎＮＰ

Ｏ情報ネットＷｅｂサイトで公開されている助成金やイベントなどの情報を掲載する。 

「ＮＰＯの杜」は河北新報社のｗｅｂサイトで見られる。 

https://www.kahoku.co.jp/special/spe1179/index.html 

 

掲載実績：4/1～3/23 21 回 

【掲載一覧】 

2019 年 NPO の杜 ウォロな世界 とぴっく info 

発刊日 見出し 掲載団体 見出し 掲載団体（個人） 見出し 件数 

4 月 1 日 活動継続へ頼

れる場所 

みやぎ NPO プラ

ザ 

楽しいから続

けている 

杜の伝言板ゆるる    

有馬昭洋さん 

「志民の輪」ページ

が始まります 
4 

4 月 15 日 助け合いの学

び場提供 

地域生活支援オ

レンジねっと 

夫婦で運転ボ

ランティア 

あかねグループ     

佐藤武則さん               

久美子さん 

ウォロってなに？ 

5 

5 月 13 日 楽しく共に働

く場追求 

麦の会 ボランティア

は学びの場 

冒険あそび場ーせ

んだい・みやぎネ

ットワーク   

神宮寺茂夫さん        

助成金は課題を持つ

市民のため 
5 

5 月 27 日 問い掛け子の

心を育む 

STORIA 見守り心地よ

いサロンに 

FORYOU にこにこの

家 名須川征子さ

ん、川村明美さん 

ボランティア、最初

の一歩催しから 6 

Ⅱ．活動に関する事項 
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6 月 10 日 豊かな生態系

魅力発信 

青葉山の緑を守

る会 

食品ロス減ら

し命つなぐ 

ふうどばんく東北

AGAIN 松村謙二さ

ん 

「評価」って難しい 

6 

6 月 24 日 不登校の子安

らぐ場所 

一般社団法人ま

なびの森 

パソコン使う

楽しさ共有 

イー・エルダー東

北支部 三上礼子

さん 

達成感大きい留学生

受け入れ 5 

7 月 8 日 就労と居住に

新たな形 

ほっぷの森 多様な活動加

わり充実感 

仙台夜回りグルー

プ 藤野玲子さん 

統計から見たボラン

ティア活動 
6 

7 月 29 日 地域づくり道

標目指す 

ポラリス 熱い応援縁の

下で支える 

市民スポーツボラ

ンティア SV2004 

細川昭さん 

ボランティアと統

計・年代編 5 

8 月 19 日 NPO で高校生の夏ボラ体験 2019

特集㊤ 

・せんだいファミリーサポート・

ネットワーク：名取高 3 年 千尋

真璃亜さん             

・シニアのための市民ネットワー

ク：仙台育英高 3 年 鈴木諒さん 

・アフタースクールぱる

け：仙台三桜高 2 年 田中

杜萌さん   

・碁ランティア：仙台青陵

中教校 5 年 菊地叶恵さん 

9 月 2 日 NPO で高校生の夏ボラ体験 2019

特集㊦ 

・せんだい杜の子ども劇場：柴田

高 3 年 渡辺ひなたさん 

・萌友：利府高 2 年 鈴木穂乃花

さん 布施孝太さん 

・宮城善意通訳者の会：古川学園

高 2 年 福原ゆりさん 

・みやぎ発達障害サポート

ネット：仙台二高 2 年 足

利明泉さん、石巻市桜坂高 2

年 高階美有さん 

・アマニ・ヤ・アフリカ：

利府高 2 年 福本茉子さん 

9 月 30 日 母親同士助け

合う場に 

おひさまキッズ IT 技術習得を

サポート 

ビートスイッチ     

越井雅道さん 

赤い羽根共同募金ス

タート 5 

10 月 21 日 減量目指し堆

肥化推進 

仙台生ごみリサ

イクルネットワ

ーク 

遺族に戻った

笑顔が励み 

仙台グリーフケア

研究会 本田光子

さん 

ボランティアが健康

増進に効果？ 5 

11 月 11 日 多世代に家族

的ケア 

ホームひなたぼ

っこ 

歌もダンスも

手話で表現 

とっておきの音楽 

渡辺照代さん 

地域で偏る災害ボラ

ンティア 
3 

11 月 25 日 農村再生へ学

生が奮闘 

一般社団法人

ReRoots 

農作物届け成

長を見守る 

せんだいこども食

堂 山城恵介さん 

米国では動物園も

NPO 
2 

12 月 9 日 安心届ける舞

台裏発信 

おむすび 一緒に飾り付

け咲く笑顔 

フラワーセラピー

研究会仙台地区 

松原玲子さん 

米の動物園は寄付募

る工夫充実 3 

12 月 23 日 親の自立促し

教育支援 

アマニ・ヤ・ア

フリカ 

言えない嘆き

に寄り添う 

仙台傾聴の会      

渡辺雅子さん 

師走は社会貢献の季

節 3 

1 月 20 日 細やかに自己

決定促す 

わたげの会 弱者への理解

生徒に発信 

仙台白百合学園中

高教諭 渡辺顕一

郎さん 

災害が良い人の流れ

生むことも 3 

2 月 3 日 貧困対策身近

な活動を 

SDGs と NPO(ｱｲｽ

ｸ,STORIA,夜ま

わりｸﾞﾙｰﾌﾟ,萌

友,ふうどばん

く東北 AGAIN) 

子どもの頃の

思いを実現 

キッズドア        

高橋隼之介さん 

新型コロナウイルス

を巡る支援 

3 

2 月 17 日 女性の視点地

域守る鍵 

イコールネット

仙台 

小粋な踊り同

世代元気に 

J-PAL          

桜木政俊さん 

防災力とコミュニテ

ィー 
3 

3 月 16 日 震災 9 年 福祉避難所役割を問

い直す―障害者の運営参加必要 

 

CIL たすけっと 

主体性引き出し日常

を前向きに 
4 

3 月 23 日 震災 9 年 支え合いの地域づく

りとＮＰＯ―被災後も配食継続                        

防災ゲームを活用 

あかねグループ               

ほっとねっと in 東中田 

自粛ムード発想変え

チャンスに 3 
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２．人材育成事業 

（１）NPOで高校生の夏ボラ体験 2019プログラム 

地域の担い手となる高校生が NPO に出会うきっかけを作るため、2003 年から始めたプログラム

は、今回で 17回目を迎え、通算で 2,072名の参加者となった。 

共 催： かほく「108」クラブ  

協 賛： 東北労働金庫 

後 援： 宮城県教育委員会 仙台市教育委員会 石巻市教育委員会 名取市教育委員会 

岩沼市教育委員会 大河原町教育委員会 

寄   付： 真如苑 

事前学習会： 7月 13日、14日（仙台）、15日（石巻） 

体 験 期 間： 7月 20日～8月 25日 

受 入 団 体： 23団体（受入希望団体数は 26だったが、マッチング不可および事前学習会当日 

       キャンセルにより） 

活動分野内訳： 子ども 7 団体、国際交流 2 団体、シニア 1 団体、環境 1 団体、福祉 4 団体、 

ホームレス支援 2団体、障がい児・者支援 4団体、中間支援 1団体、 

復興支援 1 団体 

体 験 者 数： 100名         

参加高校数： 19校 

【ボランティア参加日数と人数】 

 100 名中 
(2019 年度) 

1 日体験 2 日体験 3 日体験 

4 名 
（4%） 

29 名 
（29%） 

67 名 
（67%） 

 

■「NPOで高校生の夏ボラ体験 2019体験談集」を発行 

体験談集仕様：A5判 1色 155頁  500部 

体験談数：95 名の体験談を掲載 

配布先：参加高校生、受け入れ団体及び協力関係機関 

【事業成果】 

今年度は「NPOで高校生の夏ボラ体験実行委員会事務局」を仙台と石巻に置き、それぞれが

仙台地区、石巻地区の申込受付、マッチング、体験談の回収を行った。 

事業成果としては、参加申込者 162名（2018年度 102名）、ボランティア体験者 100名（2018

年度 90名）となり、いずれも昨年度の人数を上回っている。 

国際交流分野の受入れ可能人数が 8名だったのに対し、参加希望者は 42名（第 1希望のみ）

で、この分野のニーズが高いことがわかった一方、環境分野の参加希望者は少なかった。募集

要項で活動意義やプログラムをわかりやすく説明し、各団体の活動に関心をもってもらうよう

に紹介方法を工夫が必要。 

（２）みやぎＮＰＯ経営者ゼミ 

～タケダ・いのちとくらし再生プログラム 組織基盤強化事業（第 2期）～ 
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東日本大震災により被災した地域の復興のため、武田薬品工業株式会社からの寄付をもとに

「タケダ・いのちとくらし再生プログラム」の第 2 期の組織基盤強化事業の一環として、認定

NPO 法人日本 NPO センター（東京）が被災地 3 県（岩手・宮城・福島）の中間支援組織と協

働で実施する事業。 

復興に向け被災地で活動している市民活動団体、特に今後を担っていく組織のリーダーを育

成し、活動を継続し、他団体との連携強化につなげていくことを目的としている。宮城県では

みやぎ NPO 経営者ゼミと称し、当法人が事務局として運営した。 

期 間：2019 年 6 月～2020 年 3 月（全 10 回） 

第 4 期ゼミ生： 5 名 5 団体 

 開催日 ゼミ内容（タイトル、講師名、概要） 

1 回 6/4 

テーマ「NPO のあり方、存在価値」 

→自団体の活動の確認 

講師：今田克也（CSO ネットワーク代表理事） 

2 回 8/20 

テーマ「【組立てる力】思いを形にするための事業計画」 

→事業計画をつくるための確認するミッション、人、資金など。作成する上での

注意点 

講師：田尻佳史（認定 NPO 法人日本 NPO センター常務理事） 

3 回 
9/19・

20 

テーマ「中期計画の立て方」 

→計画を立てるための講義を踏まえたワーク（ビジョンの書き出し） 

講師：岸本幸子（公益財団法人パブリックリソース財団 専務理事） 

4 回 10/27 

テーマ「中期計画を実現するために経営者の課題」 

→中期計画を振り返り、経営者である自分達に足りない要素を認識 

講師：大久保朝江（認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる代表理事） 

5 回 11/25 

テーマ「経営者の課題を踏まえ、学ぶべきテーマを認識」 

→今後のゼミテーマと講師及びフィールドワークを検討 

講師：大久保朝江（認定 NPO 法人杜の伝言板ゆるる代表理事） 

6 回 12/19 
テーマ「経営者から学ぶ」 

→・右腕となっていく人を育成していくには 

・人とつながり、人脈を築くには 

・経営者として把握しなければならない数字 

講師：岡本拓也（千年建設株式会社 代表取締役社長） 

大島誠（大島グループ代表。NPO 法人日本 NPO センター副代表理事） 

7 回 1/17 

8 回 

2/19～

2/20 

テーマ「多様な事業の調整・管理を行うには」「資金の在り方」「行政や企業、

地縁組織との関り」 

→フィールドワーク 

訪問先：特定非営利活動法人 SEIN 

    NPO 法人東灘地域助け合いネットワーク 

認定特定非営利活動法人コミュニティサポートセンター神戸     

9 回 

10 回 3/18 
テーマ「一年間の振返り」 

→※新型コロナウイルスの影響により開催延期 

【事業成果】 

4 期生は、名取市 1名、石巻市 3名、南三陸町 1名、と地理的に離れたゼミ生であったほか、

組織も NPO法人、一般社団法人、ネットワーク型任意団体、と一様ではなかった。そのことに

加え、震災後に設立した団体とはいえ、事業そのものは大きく海外にも展開している団体や全

国を視野に活動している団体など、代表者であるゼミ生はなかなか時間が取れず、5 人の日程
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調整は困難を極めた。また、当事務局体制も安定しなかったことから第 1回は 6月に入ってか

らになり、まずは中期計画を立てることを目標に進めた。ゼミ後半では近況報告やこれまでの

活動の展開、相互のアドバイスなど、足並みがそろった感があり、それぞれの経営を考えると

共通することも見え、それぞれの団体のありようを見聞きするにつれて、お互いの問題点を一

緒に考える場面も見られた。 

３．NPOの組織基盤整備支援事業 

（１）令和元年度仙台市ＮＰＯ法人組織基盤強化事業（仙台市との協働事業） 

仙台市内の特定非営利活動法人（NPO法人）の組織運営上の事務能力・コンプライアンス意

識を高めることで、法人の組織基盤を安定したものにし、法人に対する市民の信頼を高め、協

働によるまちづくりの担い手としての力の発揮につながることを目的とした事業。 

今年度は、事務局体制が整わないことから NPO法人せんだい・みやぎ NPOセンターと連携

し、仙台市と協働で実施した。 

事業期間：2019年 10月 22日から 2020年 3月 12日まで 

会  場：仙台市市民活動サポートセンター、みやぎ NPOプラザ、ゆるる事務所 

対  象：仙台市内の NPO 法人 

① 講座の開催 

実施講座：会計講座、税務講座、事務局運営講座 計 3回 

せんだい・みやぎ NPO センターと合わせ 5 回開催（3/12 中止を除く）し、延べ 31 団体 40 人

が参加した。 

② 個別相談会の実施 

専門家に相談依頼のできない予算規模の脆弱な NPO 法人のために、仙台市所管の NPO法人を

対象に会計・税務及び運営の個別相談会（無料）を開催し、各団体１時間の相談に対応した。 

ⅰ）会計・税務相談 

相談団体数：5 団体 

相 談 員：田中武司さん（税理士） 

ⅱ）NPO運営相談 

相談団体数：3団体 

相 談 員：大久保朝江（認定 NPO法人杜の伝言板ゆるる 代表理事） 

日時 講座名 講師 参加団体数 

10 月 22 日
（火） 

13：30～15：30 

学んで安心！ 
NPO 法人のための税務初級講座 

田中 武司さん 

（税理士） 
8 団体 10 名 

12 月 10 日
（火） 

18：30～21：00 

明日から使える！ 

NPO・ボランティアの会計入門講座 

小野 恵子さん 
（会計サポーター） 

8 団体 8 名 

3 月 12 日（木） 
13：30～15：30 

NPO のバックオフィス強化セミナー 

大久保 朝江 
（認定 NPO法人杜の伝言
板ゆるる 代表理事） 

新型コロナウィル
ス感染拡大防止の

ため中止 



特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 

8 

【事業成果】 

アンケートを実施した 4 講座の参加者の満足度は、「大変満足」「満足」あわせて 96％、理解度

については「十分理解」「大体理解」のいずれかを選択しており、高評価を得られた。 

（２）みやぎＮＰＯ事務支援センターの運営 

ＮＰＯの経営相談や認定申請のアドバイスなど、個別に有償で対応する。 

また、会計ソフトやクラウド型システムの会計初期設定や入力代行、決算事務などサポー

トする。ただし、担い手が不足していることから人材を育成しながら、可能な範囲で対応す

る。 

 ① 事務代行及び特別サービス 

記帳代行や領収証・請求書整理のほか、特別サポートとして活動決算書作成や会計ソフト

の初期設定ほか 

【2019年度実績】  派遣団体数：3団体    特別サポート：3団体 

          派遣回数：29回 

          派遣サポーター：1名 

② 会計サポーター派遣 

会計やお金の管理、仕訳や帳簿の作成に関するアドバイス、会計ソフトの導入支援 

活動計算書、注記、貸借対照表等の財務諸表作成のサポートほか 

【2019年度実績】  派遣団体数：10団体 

派遣回数：19回 

派遣サポーター：3名 

【事業成果】 

10月 1日より消費税が 10％になったことを機に、サービス料金も見直した。 

事務代行から会計サポーター派遣に切り替えた団体が出てくるなど、定期的なサポートで力を

つける団体がある一方、担当者不在で困っている団体に緊急の支援ができた。今後、常に活動し

ているサポーターは少なく、特に経理事務代行を引き受けられるサポーターの育成が急務である。 

 

４．調査研究・講師派遣・コンサルティング事業 

（１）講師等の派遣 

 行政や NPO、社会福祉協議会等からの依頼により、ボランティアや市民活動、NPO等に関する

講演・研修などの講師に派遣した。 

月日 派遣先 

4 月 13 日 東北文化学園大学講義 講師 

4 月 16 日 スマイル基金助成金贈呈式 委員長 出席 

4 月 26 日 せんだい豊齢学園入学式出席 運営委員 

5 月 28 日 気仙沼祖い社会福祉協議会「ボランティア講座」 講師 

5 月 30 日 「行政職員のための NPO 初級講座」 講師 

6 月 6 日 みやぎ NPO プラザ「会計初級講座」 講師 

6 月 19 日 加美町協働提案事業助成団体研修 

6 月 21 日 みやぎ NPO プラザ「助成金申請のポイント」 講師 

8 月９日 東北文化学園大学講義「地域活動・ボランティア基礎講座」 講師 
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8 月 30 日 東松島市蔵しっくパーク 「会計講座」 講師 

9 月 1 日 気仙沼市市民活動支援センター 会計初級講座 講師 

10 月 18 日 みやぎ NPO プラザ「会計仕訳講座」 講師 

11 月 22 日 みやぎ NPO プラザ「法人設立講座」 講師 

11 月 26 日 栗原市市民活動団体懇親会 講師 

12 月 12 日 岩沼市市民活動支援センター「会計講座」 講師 

1 月 23 日 みやぎ NPO プラザ「認定 NPO 法人講座」 講師 

2 月 2 日 認定 NPO 法人あかねグループ研修会 講師 

2 月 21 日 みやぎ NPO プラザ「ボランティアコーディネート講座」 講師 

3 月 17 日 東松島市役所 ステップアップ講座 講師謝金 

（２）組織診断及び相談・アドバイス対応 

NPOの事業や組織運営ついて個別に相談対応をした。 

・みやぎ NPOプラザ：運営相談対応 3件 4/16 6/28 11/20 

・名取市市民活動支援センター：相談対応 3件 12/5 12/27 1/22  

・仙台市 NPO組織基盤強化事業「NPO運営個別相談」対応：3件 10/17 11/5 3/6 

（３）仙台市協働事業アドバイザー 

①協働まちづくり推進助成事業サポートチーム 

  仙台市協働まちづくり推進助成の採択団体の進捗や貢献について年間を通して検討し、チ

ームとして仙台市にアドバイスをした。 

  サポートチームケース会議：4/12 6/27 8/23 10/23 12/2  

② 協働まちづくり推進助成事業サポートチーム主担当業務（仙台市の委託） 

  期間：2018.5月～2019.3月 

  サポート NPOの会議に出席：6/25 9/8 10/16 2/25(メール)  

  編集関連や組織運用について助成事業の成果を上げるようアドバイスをした。 

（４）「住友商事 東日本再 生フォローアップ・プログラム」の助成採択団体のサポート 

認定 NPO法人市民社会創造ファンドからの再委託で、助成先となった NPOの助成事業の進捗

を現地サポート団体としてヒアリングや相談対応をした。 

対応団体：7団体 

訪問日：5/17 6/10 6/12 10/30 11/13 11/18 11/21 12/3  

 

（５）その他ヒアリング対応 

中間支援組織として宮城県内の復興支援の NPO活動に関するヒアリングのほか、NPOの現状

や当法人の組織運営に関する調査などに対応した。 

・ 1/22 みちのく復興地域デザインセンター 1件 

６．拠点運営支援事業 

（１）宮城県民間非営利活動プラザ（みやぎＮＰＯプラザ）の管理運営 

平成 17 年 4 月から指定管理者として運営している、宮城県内のＮＰＯ活動を総合的に推進す
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るための中核機能拠点「みやぎＮＰＯプラザ」は、平成 31年 4月から 3年間（5期目）の指定管

理者が公募され、引き続き杜の伝言板ゆるるが管理運営することに決まった。 

平成 31年度（令和元年度）は、前年度に引き続き、ＮＰＯの信頼性を高めるために団体の情報

公開を促進するための支援や、次世代のＮＰＯ・市民活動の担い手創出に関する取り組み、組織

基盤の強化に結び付く事業展開を進めたほか、県域のＮＰＯ支援力向上のため、ＮＰＯ支援施設

等への支援を強化した。 

① 施設管理 

ⅰ）施設利用状況 

 

ⅱ）会議室利用状況 

 

 

 

ⅲ）コピー機・印刷機 

 

 

 

ⅳ）事務ブース・常設ショップ・レストラン使用団体への支援 

事務室や常設ショップ、レストランの利用団体が入居期間中に力をつけていけるよう、施設

の使用報告書や利用者懇談会等で活動状況を把握し、課題解決のアドバイスをしたほか、専門

相談や講座参加につなげた。 

ⅴ）施設見学および運営ヒアリング 

9件 27名の施設見学に対応し、みやぎＮＰＯプラザの機能を紹介した。 

ⅵ）事務室等使用団体選考審査会 

令和元年 5 月、8 月、令和 2 年 1 月に事務室、ショップスペースの使用団体を公募し、選考

審査会において決定した。 

② インターネット情報サイト（みやぎＮＰＯ情報ネット）運用業務 

ＮＰＯが主催するイベントやボランティア・有給スタッフの募集情報、ＮＰＯに対する助成金

情報等の収集と掲載に力を入れた。みやぎＮＰＯプラザ主催の講座や無料専門相談会等のページ、

短期ショップの出店情報も随時作成更新し、タイムリーな情報発信に努めた。 

施
設
見
学

ヒ
ア
リ
ン
グ

交
流
サ
ロ
ン

電
話
問
合
せ

情
報
収
集
･
提
供

案
内
･
問
合
せ

閲
覧
・
縦
覧
等

会
議
室
使
用

Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
談

パ
ソ
コ
ン
利
用

作
業
室

チ
ラ
シ
等
依
頼

事
務
ブ
ー

ス
利
用

シ
ョ
ッ

プ
利
用

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用

計

人数 人数 人数 人数 人数 人数 電話 来館 人数 人数 人数 人数 人数 件数 人数 人数 人数 人数

R1合計 27 1 8,736 1,768 2,457 1,203 329 709 3 11,867 384 1,451 2,587 1,549 1,103 2,014 3,685 39,873

H30合計 62 6 8,779 1,815 2,727 1,240 353 784 1 13,732 379 1,719 2,667 1,690 1,487 2,478 4,220 44,139

※NPO相談には専門相談を含む

会
議
室
申
込

件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間 件数 人数 時間

R1合計 247 4,500 987 212 4,450 685 97 529 263 87 536 243 265 1,852 831 908 11,867 3,009

H30合計 293 5,205 1,180 220 4,887 803 167 769 468 140 745 420 290 2,126 924 1,110 13,732 3,795

合計第１会議室 第２会議室（全面） 第２会議室（分割） 第３会議室 研修室

モノクロ
(枚)

カラー
(枚)

合計
(枚)

トナー
(本)

利用件数
(件)

製版数
(枚)

印刷枚数
(枚)

インク
(本)

マスター
(本)

R1合計 8,469 784 9,253 1 725 3,762 962,010 51 18

H30合計 10,150 788 10,938 3 881 5,409 1,248,392 74 21

コピー機 印刷機
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ⅰ）みやぎＮＰＯ情報ネット更新件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）みやぎＮＰＯ情報ネットメールマガジン 

 

 

 

※R1登録者数：H30年度末時点の総登録者数 887名 + H31年登録増加数 18名 ＝ 905名 

ⅲ）みやぎＮＰＯプラザブログ～おむすび日記～ 

 

 

 

ⅳ）みやぎＮＰＯプラザ Facebook 

みやぎＮＰＯプラザの日常の様子や実施講座の告知、ブログの更新状況を拡散する手段とし

て活用し、年間 557件発信した。 

③ みやぎＮＰＯプラザの情報誌編集・発行業務 

ⅰ）Ｏｎｅ ｔｏ Ｏｎｅ発行 

・発行日：年 6回 奇数月の 1日 

・発行部数：6,000部 

・仕様：Ａ4版 8頁 フルカラー印刷 

※主な配布先 

県内各市町村、県地方振興事務所、県内ＮＰＯ支援施設、プラザ運営評議委員、仙台市内

の公共施設、仙台市市民センター、県外のＮＰＯ支援施設・団体など 

④ ＮＰＯの促進・団体の育成等に関する相談業務 

ⅰ）専門相談 

・会計・税務相談：18件（年 6回） 

・認定ＮＰＯ法人申請相談：0件（随時） 

・事業企画・事業運営相談：3件（年 1回） 

・法律相談：2件（年 1回） 

・法人設立・団体運営相談：27件（毎週水曜日） 

※1 団体 1 時間、認定ＮＰＯ法人相談、事業企画・事業運営相談、法律相談は 1 回 1,000 円 

ゆ
る
る
提
供

情
報
ネ

ッ
ト

プ
ラ
ザ
窓
口

助
成
金

R1合計 322,581 470,343 19,546 39 752 908 492 3,600 218 173 35 14 18 11 224 6,484 316 60

H30合計 266,417 3,551,481 75,632 93 281 912 487 3,001 222 131 35 8 28 10 241 5,449 309 60

 
訪
問
者
数

新規データアップ
情
報
の
変
更
・
取
り
下
げ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
変
更
・
更
新

企
画
事
業

ト

ッ
プ
ペ
ー

ジ
ア
ク
セ
ス
数

ペ
ー

ジ
ビ

ュ
ー

数

管
理
日
数

 
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
回
数

相
談

団
体
検
索
登
録

宮
城
県
推
進
班

国
・
宮
城
県
・
市
町
村

そ
の
他
更
新

合
計

NPO
支援情報
（トピックス）

プラザからの
お知らせ

助成金
情報

NPO法人
認証情報

その他 合計

R1合計 33 130 304 17 0 484

H30合計 47 123 277 32 0 479

情報チーム
日誌

ＮＰＯプラザの
近況

全館イベント 助成金情報
ＮＰＯ法人
認証情報

講座レポート

R1合計 44 117 4 139 8 11 323

H30合計 25 132 1 102 10 13 283

新規エントリー数
合計
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ⅱ）窓口相談 

窓口や電話での相談は 297件あり、随時スタッフが対応した。相談内容は、法人・団体運営

やＮＰＯの活動内容や連絡先に関する相談が多かった。専門性が高いものは専門相談につなぐ

などし、正確な情報を伝えるように心がけた。 

令和 2年 3月からは、新型コロナウイルス感染症拡大に関連する総会開催方法や収入減の対

応についての相談が増えている。 

⑤ＮＰＯの促進・団体内の育成等に関する業務 

ⅰ）ＮＰＯ運営のためのマネジメント講座 

ＮＰＯの運営一般、人材育成に関する講座を 5 講座開催したが、3 月に予定していた総会運

営ポイント講座は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため宮城県と協議のうえ中止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）ＮＰＯの会計・税務・決算等の講座 

ＮＰＯの会計・税務に関する講座をを 5 講座開催した。3 月に実施を予定していたお金の管

理のしくみづくり＆会計監査講座は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため宮城県と協議

のうえ中止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ＮＰＯに関する行政職員の理解促進事業 

行政職員を対象に、ＮＰＯを取り巻く環境や基礎的な理解を深めるため、年 1回開催している。 

 

 

講座名 講師 日時
参加

者数

1 ポイントをつかむ！助成金申請講座
大久保朝江
（認定NPO法人杜の伝言板ゆるる代表理事）

令和元年6月21日（金）14：00～16：00 24

2 NPOのための人材育成講座 波多野卓司氏（中小企業診断士） 令和元年9月17日（火）14：00～16：00 24

3 基本を押さえる！NPO法人設立講座 堀川晴代（みやぎNPOプラザ館長） 令和元年11月22日（金）14：00～16：00 18

4 おしえて！認定NPO法人制度
大久保朝江

（認定NPO法人杜の伝言板ゆるる代表理事）
令和2年1月23日（木）14：00～16：00 19

5 活動の輪が広がる！ボランティアコーディネート講座 堀川晴代（みやぎNPOプラザ館長） 令和2年2月21日（金）14：00～16：00 21

6 知って安心！総会運営ポイント講座 堀川晴代（みやぎNPOプラザ館長） 令和2年3月24日（火）14：00～16：00 -

参加者合計 106

平均 21.2

講座名 講師名 日時
参加

者数

1 NPO・市民活動団体のための会計初級講座 小野恵子氏（会計サポーター） 令和元年6月6日（木）13：30～16：30 32

2 学んで安心！NPOのための税金基礎講座 平野由紀子氏（税理士） 令和元年7月26日（金）13：30～16：30 24

3 NPO・市民活動団体のための会計初級講座in東松島 小野恵子氏（会計サポーター） 令和元年8月30日（金）13：00～16：30 32

4 NPOのための仕訳集中講座 小野恵子氏（会計サポーター） 令和元年10月18日（金）13：30～16：30 21

5 NPO法人のための決算書作成講座 田中武司氏（税理士） 令和2年2月7日（金）13：30～16：30 24

6
トラブルを未然に防ぐ!!
お金の管理のしくみづくり＆会計監査

平野由紀子氏（税理士） 令和2年3月19日（木）13：30～16：30 -

参加者合計 133

平均 26.6

講座名 講師 日時
参加

者数

1 行政職員のためのNPO理解講座
大久保朝江
（認定NPO法人杜の伝言板ゆるる代表理事）

令和元年5月30日（木）13：30～15：30
※宮城県庁第2入札室で開催

46
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⑦ ＮＰＯ支援施設および中間支援組織の育成支援事業 

宮城県内のＮＰＯ支援施設や支援組織のスタッフを対象に、ＮＰＯ支援に必要なスキルを学び、

情報交換し共有することで、宮城のＮＰＯ支援力を高める機会を提供した。 

ⅰ）ＮＰＯ支援センター研修 

 

 

ⅱ）ＮＰＯ支援支援施設等への訪問による直接相談・支援事業 

宮城県内の公設民営、公設公営のＮＰＯ・市民活動支援施設 10施設に訪問し、聴き取りによ

り運営状況や課題の詳細を把握した。 

ⅲ）県内ＮＰＯ・市民活動支援施設との協働事業の実施 

訪問時に聴き取った内容をもとに、支援施設へ協働事業の実施を提案し、企画や準備、運営

を協働で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ＮＰＯのさらなる活性化に向けて、ＮＰＯへの寄付の意義や、寄付の集め方を探るフォーラムを

開催した。 

 

 

 

 

 

講座名 講師 日時
参加
者数

1
社会的インパクト・マネジメント入門セミナー
～評価をNPOの力にするために～

今田克司氏
（一般社団法人CSOネットワーク常務理事）

令和元年10月4日（金）13：30～16：30 17

講座名 講師 日時
参加

者数

1
みやぎNPOフォーラム2019

NPOと寄付を考える！大交流会

【講演講師】

徳永洋子さん（ファンドレイジング・ラボ代表）
【事例紹介ゲスト】

谷津尚美さん（認定NPO法人アフタースクールぱるけ代表理事）
青木淳子さん（NPO法人仙台夜まわりグループ事務局次長）

令和元年11月30日（土）13：30～17：00 32

日時：2月4日（金）12：50～16：50

平野由紀子氏（税理士）を派遣。気仙沼市内の4団体の相談に対応。

日時：10月20日（日）13：00～16：00　※会場：イオンモール名取けやきコート

当日運営をサポート。10月13日（土）に事前打合せを実施。

実施日：12月5日（木）、12月27日（金）、1月22日（水）各１時間

堀川（館長）を派遣し、NPO法人、一般社団法人設立や運営の相談に対応。

日時：12月12日（木）13：30～15：30

企画や当日運営を協働で実施。小野恵子氏（会計サポーター）を派遣。
20名参加。11月14日（木）に、事前打合せを実施。

日時：12月13日（金）13：30～15：15（講座）、15：30～17：15（相談会）

平野由紀子氏（税理士）を派遣。講座8名、相談会1団体に対応。

日時：11月26日（火）14：00～15：30

企画や当日運営を協働で実施。大久保代表理事を講師として派遣。13名参加。
11月11日（月）に講師も含め、事前打合せを実施。

日時：3月17日（火）18：30～20：00（講座：19：00～19：30）

大久保代表理事を講師として派遣。

日時：3月7日（土）14：00～16：00　　※会場：東松島市蔵しっくパーク

協働で実施。1月10日（金）に企画打合せを実施。新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、2/28（金）に中止を決定。

お金の管理のしくみ講座＆個別相談会

気仙沼市民活動支援センター

NPO法人・市民活動団体のための会計税務相談会

栗原市市民活動支援センター

利用者懇談会「市民活動困りごと解決セミナー」

とめ市民活動プラザ

基礎から学ぼう！市民活動団体のための会計初級講座

東松島市市民協働課

東松島地域まちづくり交付金報告会・説明会「ステップアップ講座」

東松島市蔵しっくパーク、石巻市NPO支援オフィス

石巻・東松島NPO・ボランティア団体交流事業
「はなしてスッキリ　きいて納得　NPOお悩み相談カフェ」

名取市市民活動支援センター

第5回名取市市民活動フォーラム「好きな名取と生きていく」

専門相談会への相談員派遣

岩沼市市民活動サポートセンター
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⑨ ボランティア育成事業 

ⅰ）市民活動サロン 

これまで市民活動と無縁だった市民を対象に、市民活動とは何か、ＮＰＯとはどのような組

織かを知ってもらい、市民活動やＮＰＯへの理解を促し、支援者・実践者として市民活動へ参

画してもらう入口とする。 

 

 

 

 

⑩ みやぎＮＰＯプラザ運営評議会の開催 

宮城県民間非営利活動プラザ運営評議会設置要綱に基づき、年 2回開催した。 

・第 1回：6月 19日（水）10：00～12：00 

・第 2回：1月 30日（木）13：30～15：30 

⑪ その他、施設の設置目的を達成するための企画業務 

ⅰ）利用者懇談会の開催 

みやぎＮＰＯプラザのよりよい活用を検討するため、日頃から使用している団体との意見交

換および利用団体間の情報交換の場として開催。 

・第 1回：7月 18日（木）18：30～20：00 

・第 2回：12月 17日（火）14：30～16：00 

ⅱ）ＮＰＯの書籍販売代行 

ＮＰＯの情報を広く伝えるため、ＮＰＯが発行した書籍等の販売を代行した。受託団体は指

定管理者を含む 9団体。書籍の種類は 16種類で、39冊販売した。 

【事業成果】 

 法人事務局との連携を常に意識し、特にＮＰＯの組織基盤整備に係る事業は、プラザで実施する

ものに限らず、ＮＰＯに広く情報を提供した。特に会計サポーター事業については、会計税務講

座や会計税務相談の利用者にも情報を提供し、各団体の正確な決算書作成につなげた。 

 県内ＮＰＯ・市民活動支援施設への訪問を通し、それぞれの施設の状況を知ることができた。ま

た、協働事業実施を通して、相互に支援力を向上することができた。 

７．NPO等連携事業 

（１）真如苑「みやぎの居場所づくり助成」事業の事務局運営 

・第 4回「みやぎの居場所づくり助成」 

募集期間：4月～5月 15日 

応募団体数：16団体 

審査会：2019年 5月 29日 

助成団体決定： 9団体 

講座名 ゲスト 日時
参加
者数

1
NPO×SDGsカフェ

～社会をChangeする人になる！～

海藤節生さん（NPO法人水守の郷・七ヶ宿理事長）

須永力さん（一般社団法人プレーワーカーズ代表理事）
令和元年10月26日（土)15：00～17：30 15

2 Ｎカフェ　～働きながらNPO～

福元智美さん（NPO法人パソコン要約筆記文字の都仙台副理事長）

黒田美由紀さん（NPO法人アートワークショップすんぷちょ会計ボランティア）
高橋隼之介さん（NPO法人キッズドア学習指導ボランティア）

令和2年2月15日（土）13：30～16：00 20
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（２）みやぎ NPO情報公開システム運用協議会事務局業務 

2012 年に構築した NPO の検索システム「みやぎ NPO ナビ」のシステム運用協議会の事務局を

担当した。今年度は、利用サーバーの安定性のあるさくらインターネットのレンタルサーバーに

契約を変更した。 

構成団体：仙台市、気仙沼市、栗原市、登米市、石巻市、大崎市、名取市 

認定 NPO法人杜の伝言板ゆるる、NPO法人せんだい・みやぎ NPOセンター、 

NPO法人いしのまき NPOセンター、NPO法人パートナーシップなとり 

2019年 5月 24日 NPO情報公開システム運用協議会総会 

2019年 10月 31日 NPO情報公開システム運用協議会運営委員会 

（３）その他 

① 明治ホールディングスお菓子寄贈プログラム 寄贈団体コーディネート 

障がいのある子どもたちへの支援活動をしている NPO および被災地で子どもたちへの支援活動

をしている NPO、合わせて 3団体を推薦し、決定。 

８．その他の支援事業 

（１）宮城県 ＮＰＯ等による心の復興支援事業（受益者アンケート業務委託）宮城県委託 

NPO 等の復興・被災者支援の活動が今後も継続されるよう、NPO等の復興・被災者支援の活動

に関する効果を把握するため、今年度、本事業を活用して行われている復興・被災者支援の活

動について、活動を通じて支援を受けられた方（受益者）を対象としたアンケートを実施し、

受益者の方々が支援を受けられたことによる効果等を把握するもの。 

県からのフォーマットに入力する作業であった。 

事業期間：令和 2年 1月 27日～令和 2年 3月 27日  

アンケート協力団体：16 団体（総数 364 枚） 

【事業成果】 

地域に根ざした NPO 等の支援を通して受益者同士の交流が生まれ、それが生きがいや自

己肯定感に繋がっており、今後も活動が必要とされている現状が見られた。 

（２）NPOの基盤整備に関する書籍類の紹介及び販売 

ＮＰＯの理解促進及び運営基盤強化につながる冊子等をＮＰＯに販売した。 

 

 

 

 

 

 

冊子名 発行者（団体） 

NPO 会計基準完全収録版第 2版 NPO 法人会計基準協議会 

会計基準ハンドブック 認定 NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク 

知っておきたい NPO のこと「基礎編」 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 3「協働編」 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 4「参加編」 NPO 法人日本 NPO センター 

知っておきたい NPO のこと 5「評価編」 NPO 法人日本 NPO センター 

NPO 法人のための業務チェックリスト 認定 NPO 法人 NPO 会計税務専門家ネットワーク 

NPO 会計日誌 NPO 支援東京会議 

会計ソフト｢会計王｣NPO 法人スタイル ソリマチ株式会社 

｢Ｑ＆Ａ NPO 会計マニュアル」 認定特定非営利活動法人杜の伝言板ゆるる 
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９．他団体との連携や政策提言 

（１）多様な団体と連携した活動 

① NPO法人会計基準協議会 

世話団体及び幹事団体として、会計基準の普及に取り組んでいる。 

 内閣府が主催する NPO所轄北海道東北ブロック(開催地：山形市)にて、東北・北海道の

NPO支援組織と共に出席し、2017年 12月に改正した NPO法人会計基準の改正点及びク

レジットカードの寄付について解説及び意見交換した。 

開催日：2019年９月 26日 

開催場所：山形市 山形市市民活動支援センター 

② 日本 NPOセンター関連 

 民間 NPO 支援センター・将来を展望する会（ＣＥＯ会議） 

全国の NPO支援センターの代表や事務局長が、NPOを取り巻く全国の情報や取り組み

事例などをテーマに話し合い、地域の NPO支援に活かしている。 

開催日：1/8～9 開催地：岡山市 

③ NPOの法制度等改革推進会議 

 NPO法制度等改革を全国区で進めて行くにあたり、全国の中間支援組織がネットワーク

を組み、世話団体会幹事団体として取り組んでいる。 

 総会 2019年 6月 14日 OnLINEで参加 

④ みやぎソーシャルビジネス支援ネットワーク 

宮城県の地域課題をビジネスの手法で取り組むソーシャルビジネス団体を支援する組

織「みやぎソーシャルビジネス支援ネットワーク」の構成団体として、NPO の基盤整備に

繋がる取り組みをしている。 

2019 年 3月 25日にメディアテークで「NPO 等の絆力を活かした震災復興支援事業報告

会及び交流会」にて、相談対応の予定だったが、新型コロナウィルス感染拡大防止のた

め中止となった。 

構成団体：宮城県、仙台市、日本政策金融公庫、東北税理士会、宮城県行政書士会、

NPO法人せんだい・みやぎ NPO センター、NPO法人杜の伝言板ゆるる 

⑤ かほく「１０８」クラブ 

河北新報社とその関連１２社で作る社会貢献団体かほく「１０８」クラブの助成金『か

ほく「１０８」ファンド』の NPOへの広報協力や、選考審査委員としてサポート。 

NPOで高校生の夏ボラ体験プログラムでは共催団体となって資金支援を受けている。 

⑥ その他ＮＰＯ関連役員等 

 NPO法人パートナーシップなとり 理事 (堀川) 

 NPO法人せんだい・みやぎ NPO センター 評議員 (大久保) 

 認定 NPO法人あかねグループ 評議員 (大久保) 

⑦ 会員として連携 

 NPO法人会計基準協議会 

 NPO法人せんだい・みやぎ NPOセンター 
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 NPO法人日本 NPO センター 

 NPO法人いしのまき NPOセンター 

 NPO法人とめ市民活動フォーラム 

 NPO法人パートナーシップなとり 

（２）審議会・委員会等の委員 

行政や民間の審議会や委員会、評議会などの委員として市民活動・NPOの立場から提言した。 

① 国  ：東北行政評価局会議行政に関する懇談会（大久保） 2月 7日出席 

② 宮城県： 宮城県防災会議委員（大久保）1月 30日出席 

     宮城県民間非営利活動促進委員会（堀川）10月 7日 出席 

③ その他：（公財）宮城県国際化協会評議員（大久保）6月 14日出席 

 （公財）仙台観光国際協会評議会（大久保）6月 12日出席  

せんだい豊齢学園運営委員会（大久保）12月 11日出席 

（３）助成金等審査員 

行政や民間の助成や補助事業に審査員を派遣し、支援組織としての視点から審査に加わった。 

 （公財)仙台観光国際協会助成金審査会 6/13 9/12 3/12  

 （一財)愛知揆一福祉財団「みやぎ社会貢献大賞」審査会 1次:11/15 2次：12/13 

 宮城県商工会小規模企業広域活性化事業委員会 6/19 3/9 

 加美町協働のまちづくり助成報告会・公開審査プレゼンテーション 5/19 11/17 

 かほく「108」ファンド助成先選考審査会 5/22 

 ＣＯＯＰトリプルカードみやぎスマイル基金 3/4 

 真如苑みやぎの居場所づくり助成審査 5/29  
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１．総会の開催 

2019年度通常総会を開催 

開催日時：2019年 5月 26日（日）14：00～16：00 

場所：みやぎ NPOプラザ  

議案：第 1号議案 2018年度事業報告及び決算の承認 

第 2号議案 2019年度事業計画（案）及び予算（案）の審議及び議決 

第 3号議案 定款の改正の議決 

第 4号議案 新役員の選任 

２．理事会の開催  

 開催日：理事合宿  4月 27日～28日 南三陸町「まなびの里いりやど」 

定款、就業規則、給与規定などの見直し、これからの事業の方針について協議し

た。参加理事：5人 

     第 161回 5月 15日 2018年事業報告及び 2019年度計画 役員推薦 

     第 162回 6月 26日 常務理事の選出 就業規則の改定 給与規定等の改正等 

第 163回 7 月 24日 就業規則及び給与規定等の改正 季刊ゆるるの発行 

     第 164回 8月 22日 就業規則、給与規定の改正、旅費規程の策定、季刊ゆるるの

発行 

     第 165回 9月 30日 季刊ゆるるの発行、今後のゆるるの中期計画及び方針 

第 166回 10月 28日 季刊ゆるるの発行、代表理事・常務理事の交代及び今後のゆ

るる中期計画（3 年） 

     第 167回 11月 29日 季刊ゆるる（冬号）、今後の事業展開と事務局の運営体制に

ついて 

     第 168回 2月 27日 職員の期末特別手当について、今後の事業展開と事務局の運

営体制について 

第 169回 3 月 25日 職員及び常務理事の 2020年度報酬、5月の連休に伴う特別有

給休暇、今後の事業展開と事務局の運営体制について 

３．会議 

（１）事務局スタッフ及びみやぎ NPOプラザスタッフ合同ミーティング 

 毎月第 1月曜日に開催（年始・連休時を除く）し、今年度は全 12回開催。 

開催日：4月 1日、5 月 6日、6月 3日、7月 1日、8月 5日、9月 2日、 

10月 7日、11月 4日、12月 2日、1月 6 日、2月 3日、3月 2日 

（２）その他 

編集会議、事務局会議、みやぎ NPOプラザ管理職ミーティングを随時開催 

Ⅲ 組織運営に関する事項 
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４．組織の広報及び理解促進 

（１）ホームページや SNS を活用した情報発信 

情報発信については、杜の伝言板ゆるるのホームページ（http://www.yururu.com/）及び

Facebookを活用し、組織の情報公開を進めた。 

ホームページ／お知らせ 52 件 事務局ブログ 41 件 

（２）季刊ゆるるの発行 

 「ゆるる通信」に替わり「季刊ゆるる」を年 4回で発行。 

 発行日：10月 31日、1月 31日 

 発送先：正会員・賛助会員・ゆるる通信発送先 

 掲載内容  

 執筆者 記事 

No.1 
2019 秋号 

石田 祐 これからの中間支援を考えながら～『季刊ゆるる』の創刊～ 

高浦 康有 
NPO 法人の理事は職務懈怠による責任を第三者に負うのか？ 
～岩手県山田町の損害賠償請求訴訟判決から～ 

熊谷 智美 
【セルフケア第 1 回】自分を大切にして幸せの波紋を広げるためのコ
ーナー  Doing の前に Being 

波多野 卓司 【人と経営】小さな振る舞いのチカラ 

堀川 晴代 みやぎ NPO プラザ～NPO 支援施設への訪問を通して～ 

渡邉 桂子 市民活動を考える 

岡田 彩 NPO 広告を科学する 

真壁 さおり 【お酒上手 第 1 回】「昇華酒」 

No.2 
2020 冬号 

石田 祐 
これからの中間支援を考えながら(2) 
～力の集合から信頼される組織へ～ 

渡邉 桂子 市民活動を考える(2)～NPOとつながるとき～ 

堀川 晴代 みやぎ NPO 情報ネットから、NPO の情報発信！ 

岡田 彩 NPO 広告を科学する(2)「悲しい表情の写真」 

波多野 卓司 【人と経営】厳しさはどこから生まれるか？ 

熊谷 智美 
【セルフケア第 2 回】自分を大切にして幸せの波紋を広げるためのコ
ーナー  褒め称えあうと自分も相手もハッピーな気持ちに 

真壁 さおり 【お酒上手 第 2 回】「健康酒」 

（３）新聞等の掲載 

① 記事掲載  １件 

日付 媒体 内容 

7/14 河北新報朝刊 「夏ボラ」の心得 高校生 23 人学ぶ 

５．会員 

 正 会 員  34団体・個人  

 賛助会員  60団体・個人           （2020 年 5 月 15 日現在） 
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６．事務局員体制 

（１）杜の伝言板ゆるる事務局（宮城野区榴岡 3-11-6） 

 事務局長：1名事兼務）  

    常勤職員 2019.4～7 2名、2019.8～10 1名 2019.12～ 非常勤職員 1名 

（２）みやぎ NPOプラザ勤務（宮城野区榴ヶ岡 5） 

 館  長：1名 

 常勤職員：6名（運営スタッフ 5名・情報担当 1名）  非常勤職員：1名 

７．ボランティア 

総時間数：下記の通り（昨年度はのべ 369.5時間、のべ 137人） 

 

事務局 
One to One

発送 

みやぎ NPO プラザ 

データ 

入力 

事務 

サポート 

催事 

サポート 

時間 61 47 83.0 55.5 5.0 
人数 24 18 27 18 1 

※のべ総時間数：251.5時間／のべ総人数：88人 

８．寄付 

真如苑からの 500,000 円や 6 個人/団体からの寄付を合わせて 590,910 円の寄付を頂いた。

この中には、イオン仙台店のイエローレシートキャンペーンで 71,900 円のギフトカードが

含まれている。寄付金等は夏ボラ体験の活動をはじめ、季刊ゆるるの発行などに使用した。 

９．職員研修  

業務上必要なスキルを習得するため、内外の研修に参加した。研修は、みやぎＮＰＯプラザでの

ＮＰＯに関する講座や事務局事業の講座で 13回、延べ 18人の職員が学んだ。 

 研修日 研修名 研修場所 主催団体 参加数

6月6日 普通救命講習Ⅰ 文化財課分室 文化財課分室 ２名

6月8日 ユニバーサルデザイン講座 みやぎＮＰＯプラザ メディアデザイン １名

7月9日 ＮＰＯサポートリンク2019 第３回勉強会「市民活動とは何か」
多賀城市市民活動サポート
センター

東北のＮＰＯ支援のあり方を考える会 １名

9月17日 ＮＰＯのための人材育成講座 みやぎＮＰＯプラザ 宮城県（みやぎＮＰＯプラザ） ３名

9月19日 みんなのまちの掲示板　ためまっぷ講座 ＩＲＯＲＩ石巻 ＮＰＯ法人いしのまきＮＰＯセンター １名

9月21日 ＮＰＯ活動体験（ＮＰＯ法人萌友） 仙台市福祉プラザ 宮城県（みやぎＮＰＯプラザ） １名

10月4日
ＮＰＯ支援センター研修「社会的インパクト・マネジメント入
門セミナー　～評価をＮＰＯの力にするために～」

みやぎＮＰＯプラザ 宮城県（みやぎＮＰＯプラザ） ３名

10月11日 ＮＰＯ活動体験（ＮＰＯ法人生活支援オレンジネット）
ＮＰＯ法人生活支援オレン
ジネット

宮城県（みやぎＮＰＯプラザ） １名

10月22日
令和元年度仙台市ＮＰＯ法人組織基盤強化事業
「学んで安心！ＮＰＯ法人のための税務初級講座」

仙台市市民活動サポートセ
ンター

認定ＮＰＯ法人杜の伝言板ゆるる、ＮＰＯ法
人せんだい・みやぎＮＰＯセンター、仙台市

１名

11月12日
令和元年度仙台市ＮＰＯ法人組織基盤強化事業
「どう考える？ＮＰＯの世代交代・事業継承セミナー」

仙台市市民活動サポートセ
ンター

認定ＮＰＯ法人杜の伝言板ゆるる、ＮＰＯ法
人せんだい・みやぎＮＰＯセンター、仙台市

１名

11月27日
とうほうＮＰＯフォーラムｉｎ陸前高田２０１９
「現在復興の先を見据えてＮＰＯは何をするべきか」

陸前高田コミュニティホー
ル

とうほくＮＰＯフォーラムｉｎ陸前高田
２０１９実行委員会

１名

12月6日 課題の本質を捉える対話術
仙台市市民活動サポートセ
ンター

一般社団法人みやぎ連携復興センター、
認定ＮＰＯ法人地星社

１名

2月8日 認定ファンドレイザーから学ぶファンドレイジング みやぎＮＰＯプラザ 日本ファンドレイジング協会東北チャプター １名


